
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 4年度 事 業 報 告 書

認 宇特宇非営剰I活動法 人 おや It 本

1 事業の成果
① 全国各地において子どものために活動する「おやじの会」の支援を一層強化し、ネットワーク化
を推進するとともに活動支援するための情報提供及び助言を実施した。
② 子どもをめぐる諸問題の解決に向け、大人自身が学ぶ機会を提供し、社会全体で対処していくこ
とを目指し情報提供及び共有化を推進した。
③ 子どもたちが安全で安心な環境で育つよう「83運動」「iS運動」を推進するとともに、未来の「環
境」整備に向けて活動した。子ど
④ 子どもたちに社会の変化に対応で
社会に息吹を伝える「未来教室」

及
る
拡

り

も
き
の
と

び保護者対象の「スマホ安心 。安全教室」を実施した。
よう、企業や個人が学校と協力して、学校で子どもたちに
充に取り組んだ。

⑤ 次代を担う子ども達の防災教育、
介した。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業

わけ親子で共に学ぶ「防災教室」の過去年度実施状況を紹

(事業費の総費用 【 2200 】千円)
定秋に記
載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事
ヨ
`徊
人数

受益
対象者
範囲

支 盃

対象
ヨι
徊

人数

事業費
(千円)

おや じの

会 の活 動
へ の情 報
の提 供 と
助言
事業

ニュースレター33
号発行

令和 4年 8月 1日 全国各地 5人 市民 2000
人

223千円

地 域 に お
け るお や
じの 会 ネ
ッ トワー
ク化 支 援
事業

①認定 NPO法人
おやじ日本紹介パ
ンフレット改訂版
配布
②情報提供 (関連

急夕等配布
を含

通年

通年

全国各地

全国各地

5人

50人

市民

不特定多数

1000
人

10千円

全 国 お や
じの 会 相
互 の 情 報
交 換 支 援
事業

①第 20回認定特
定非営利活動法人
おやじ日本全国大
会開催 (ラ イブ配
信)
②大会実行委員会
第 8回実行委員会
第 9回実行委員会
第 10回実行委員
③第 21回全国大
会実行委員会
第 1回実行委員会
第 2回実行委員会
第 3回実行委員会
第 4回実行委員会
第 5回実行委員会
第 6回実行委員会

④情報交換会

令和 4年 6月 26日

平成 4年 4月 24日
令和 4年 5月 14日

令和 4年 6月 18日
令和 4年 6月 26日

令和 4年 10月 22日
令和 4年 11月 9日
令和 4年 12月 3日
令和 5年 1月 21日

令和 5年 2月 18日

令和 5年 3月 25日

令和 5年 3月 21日

渋谷区文化総合センター

大和田さくらホール

会議室

会議室

会議室

会議室

会議室

会議室

会議室

会議室

会議室

会議室

世田谷区教育センター

おヤ じの会に
関心のある市
民

おや じの
関心のあ
民

おや じの
関心のあ
民

おや じの
関心のあ
民

おや じの
関心のあ
民

おや じの
関心のあ
民

おや じの
関心のあ
民

おや じの
関心のあ
民

おや じの
関心のあ
民

会に
る市

会に
る市

会に
る市

会に
る市

会に
る市

会に
る市

会に
る市

会に
る市

600 ノゝ

600人

600 人

600 人

600人

1395千円



の
成
る
発
供

も
育
す

の
提

ど
全
関
報
と

子
健
に
情
信
の事業

① HPに よる活動

紹介

②学校 と企業 との

連携支援

「未来教室」実施

第 1回未来教室

第 2回未来教室

第 3回未来教室

第 4回未来教室

第 5回未来教室

第 6回未来教室

第 7回未来教室

第 8回未来教室

第 9回未来教室

第 10回未来教室

第 11回未来教室

第 12回未来教室

第 13回未来教室

第 14回未来教室

第 15回未来教室

第 16回未来教室

第 17回未来教室

第 18回未来教室

第 19回未来教室

第 20回未来教室

第 21回未来教室

第 22回未来教室

第 23回未来教室

第 24回未来教室

第 25回未来教室

第 26回未来教室

第 27回未来教室

第 28回未来教室

第 29回未来教室

第 30回未来教室

第 31回未来教室

第 32回未来教室

令和 4年 6月 9日

令和 4年 6月 11日

令和 4年 6月 17日

令和 4年 6月 22日

令和 4年 7月 11日

令和 4年 7月 13日

令和 4年 7月 15日

令和 4年 9月 9日

令和 4年 9月 16日

令和 4年 9月 17日

令和 4年 9月 20日

令和 4年 9月 22日

令和 4年 9月 26日

令和 4年 9月 27日

令和 4年 9月 28日

令和 4年 10月 5日

令和 4年 10月 14日

令不口4年 10月 18日

令和 4年 10月 25日

令和 4年 10月 28日

令和 4年 10月 31日

令和 4年 11月 4日

令和 4年 11月 15日

令和 4年 11月 24日

令不口4年 11月 25日

令和 4年 12月 1日

令禾口4年 12月 5日

令和 4年 12月 9日

令禾口4年 12月 10日

令和 5年 1月 14日

令不口5年 1月 20日

渋谷区立松濤中学校

中野区立緑野小学校

八王子市立樽原中学校

目黒区立大鳥中学校

中野区立桃園第二小学校

太田区立石川台中学校

杉並区立東原中学校

杉並区立松ノ木小学校

町田市立真光寺中学校

目黒区立大鳥中学校

目黒区立第十中学校

足立区立六月中学校

立川市立大山小学校

杉並区立松ノ木小学校

国立市立国立第七小学校

国立市立国立第七小学校

新宿区立牛込第二中学校

羽村市立富士見小学校

小平市立小平第十小学校

渋谷区立松濤中学校

羽村市立富士見小学校

目黒区立第人中学校

国立市立国立第七小学校

国立市立国立第七小学校

国立市立国立第七小学校

羽村市立富士見小学校

目黒区立中央中学校

中野区立桃園第二小学校

目黒区立東山中学校

目黒区立第一中学校

目黒区立第一中学校

3人

各

30人

不 特 定 多
数

学校・企業・児

童・保護者・地

域関係者及び

子 どもの健全

育成に関心の

ある市民

1000人

416■・ 円



第 33回未来教室

第 34回未来教室

第 35回未来教室

第 36回未来教室

第 37回未来教室

令和 5年 1月 24日

令和 5年 2月 1日

令和 5年 2月 3日

令和 5年 2月 21日

令和 5年 3月 3日

昭島市立成隣小学校

渋谷区笹塚中学校

荒川区立諏訪台中学校

昭島市立成隣小学校

立川市立大山小学校

子 ど も を
め ぐ る諸
問題 を学
ぶ 機 会 の

提供
の事業

①渋谷区くみんの

広場ホームページ

にて情報提供

令和 5年 11月
ホームページ

10人 子 どもの健釜
育成に関心の
ある市民
不特定多数

30万人

8千円
子 どもの

安全及 び
健 全 育成
に資す る
活動 の提
唱の事業

①83運動の推進・
啓発

通年 全国各地 1人 子どもの健全
育成に関心の
ある市民

10万人

0千円

第 3条の日
的 に賛 同
す る団体
及 び個 人
との協 力
関係 の構
築の事業

① 正会員交流会
の開催

令和元年 12月 14日 桃源酒家 10人 子どもの健全育
成団体・個人、

12(Ю 人

146千円

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【    】千円)
疋秋 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)

実施なし



令和4年度 特定非営利活動に係る事業 活動計算書

令不口4年4月 1日 から令不口5年 3月 31日

科
ロ
ロ 金 額

(経常損益の部)

I 経常収益の部
1 会費・入会金収入
入会金収入
会費収入
2 賛助金収入
賛助金収入
3 事業収入
全国おやじの会相互の情報交換支援事業
4 補助金等収入
民間助成金収入
5 寄付金収入
寄付金収入
6 その他の収入
その他の収入

雑収入
経常収益計

Ⅱ 経常費用の部
1 事業費
(1)おやじの会の活動への情報提供と助言事業
(2)地域におけるおやじの会ネットワーク化支援事業

(3)全国おやじの会相互の情報交換支援事業
(4)子どもの健全育成に関する情報の発信と提供の事業
(5)子どもをめぐる諸問題を学ボ機会の提供の事業

(6)子どもの安全及び健全育成に資する活動の提唱の事業

(7)第 3条の目的に賛同する団体及び個人との協力関係の構築の事業

事業費計
2  管理費
(1)人件費
給与手当
(2)その他経費
賃貸費
什器備品費
消耗品費
通信運搬費
印刷製本費
租税公課
交通費
情報処理費

当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰赦正味財産額

費理処
　
十
訪僣暗鞘
管
解経

011

223,618
10,000
1,395,282
416,798
8,085
0

146,764

1,308,600

10,000
770
97,434
0

0

105,380
0

158,840
34,946



科
日
日

3 特定非営利活動に係る事業会計への繰出

事業費

2 管理費

(経常収支の部 )

I 収入の部
1 事業収入

当期支出合計

当期収支差額

当期収入合計

収入合計

Ⅱ 支出の部
1

の

令和4年4月 1日 から令和5年3月 31日 まで

(



令和4年度会計貸借対照表

令和5年 3月 31日

認定特定非営利活動法人 おやじ日本
科  目 金 額  (単位 :円 ) 科  目 金 額  (単位 :円 )
I 資産の部
1 流動資産

現金

普通預金

郵便振替口座

流動資産合計

2 固定資産

固定資産合計

資産合計

85,078

510,802

595 880

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
前受金

未払金

流動負債合計

2 固定負債

固定負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産

当期正味財産

増加額 (減少額)

正味財産合計

負債及び正味財産合計

44,000

0

44,000

504,656

44,000

595,880

47,224

551,880

595.880



会計財産目録

令和5年3月 31日

認定特定非営利活動法人 おやじ日本

1 流動資産
現金預金
現金
普通預金 みずほ銀行新橋中央支店
日本郵政公社 郵便振替口座

85,078
510,802

2

流 動 資 産 合 計

固定資産

固 定 資 産 合 計

産  合  計資

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
前受金
未払金
流 動 負 債 合 計

44,000
0
∩
ｖ
∩
ｖ
∩
ｖ

2 固定負債

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産



書式第 1号 (法第 10条 。第 23条関係 )

役員名簿及び役員のうち報酬を受ける者の名簿
令和5年 3月 31日 現在

認定特定非営利活動法人おやじ日本

役 名
(フ リガナ)

氏   名
報酬の有無 役職名等

理事
タケハナ  ユタカ

竹花 豊 有。① 理事長

９
“

理事

ニムラ   ヨシヒコ

ニ村 好彦 有。① 副理事長

Ｒ
）

理事
イトウ

伊東

カス
゛
ヨシ

_士 有・① 副理事長

4
理事 ノウトミ

納冨

ヨシロウ
善朗 C>無 副理事長

ＦЭ

理事

コヤマ

小山

ヨウコ

洋子 C>無 常務理事

り́

理事
アサノ   エツヒロ

浅野 悦洋 有。①

７
・

理事
イサ
゛
ワ

伊沢

キミハル

公晴 有・①

8
理事

コイケ ヒテ
゛
ヒト

小池 英仁 有。①

Ｑ

）

理事

モリタ   タカアキ

森田 孝明 有。①

10
理事

ワタベ  トオル

渡部 徹 有。①



11

理事

ワタ 
゛
ヒテ
゛
アキ

和田 英光 有。①

12

理事

ワタナベ ヨシロウ

渡辺 嘉郎 有。①

13

理事
ヤマシタ テツオ

山下 哲夫 有。①

14

理事
ヌノムフ

布村

ユキヒコ

幸彦 有。①

15
理事

イシバシ  マサスク

石橋 昌祐 有。①

16
理事

ヤアク
゛
チ  サトシ

山口 敏 有。①

17

理事
イマイ   ヒロヨシ

今井 啓義 有・①

18
理事

イケタ
゛
  トシミ

池田 利美 〇・無

19

理事
クスモト  タクシ

楠本 岳志 有。①

20
理事

ムラウチ  アツシ

村内 敦 有・①

21
監事

ナカ
゛
サカ  トシフミ

長坂 敏史 有。①



書式第 19号 (法第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿

令和 5年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人おやじ日本

竹花 豊

2
二村 好彦

６
６
伊東 一吉

4 納冨 善朗

ｒ
Ｄ
小山 洋子

´
０
浅野 悦洋

７
，

伊沢 公晴

Я
）

小池 英仁

Ｑ
）
渡部 徹

10
和国 英光

11 森田 孝明

12
渡辺 嘉郎

13
山下 哲夫



14 布村 幸彦

15 石橋 昌祐

16 今井 啓義

17 山口 敏

18 池田 利美

19 楠本 岳志

20 村内 敦

21 長坂 敏史



監査報告書

令和 5年 5月 29日

認定特定非営利活動法人 おやじ日本
理事長 竹花 豊 殿

監事 長坂 敏史

私は、本会定款 53条 1項に基づき、令和 4年 4月 1日 から令和 5年 3月 31

日までの令和 4年度の理事の職務の執行について監査を行いました。その方法
及び結果について、次のとお り報告いたします。

1 監査の方法及びその内容
私は、理事の業務執行の状況に関する監査に当たっては、理事会その他重要

な会議に出席し、理事及び職員等からその職務の執行状況について報告を受け、

必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧しました。また、財産の状

況に関する監査に当たっては、証拠書類の閲覧、照合、質問等によつて合理的

な保証を得るための手続きを行いました。

2 監査意見
① 事業報告等の監査結果
法人の業務は法令、定款及び令和 4年度の活動方針、事業計画に基づき適
正に執行されているものと認められました。

② 計算関係書類及び財産目録の監査結果

会計処理は一般に公正妥当と認められる会計原則に則って適正に処理さ

れ、法人の財産、並びに、収支及び純資産の増減の状況は、全ての重要な

点において適正に示されていると認められました。

よって、私は、上記の事業報告書及び計算書類が、認定特定非営利活

動法人おやじ日本の令和 5年 3月 31日 をもって終了する事業年度の、

業務執行の状況、及び、同日現在の財政状態を、適正に表示しているも

のと認めます。

以  上


